










要約 

1.131Ⅰ標識酵素を liposomeに埋包してラットに静注すると,肝,脾,腎,心,肺,さらに僅か

ながら脳にも取り込まれ,特に細胞内の mitochon-dria-1ysosome 分画に取り込まれること

が見出された｡酵素をそのまま投与した場合と比較すると,血中半減期はより延長し,肝・腎

への取り込みよりも他の臓器への取り込みが増加する｡ 

2.1iposome 埋包精製β一 galactosidase 投与後,脳を含むラット各臓器における当該酵素

活性の増加が認められ,補充酵素は細胞内に intact なまま取り込まれることが示された｡ 


